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令和 5年 1月 5日 2 版 

 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名：骨粗鬆症性椎体骨折にびまん性特発性脊椎骨増殖症が 

及ぼす影響の検討 

 

 
本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、学長の許可を得て実施

しています。 
 
１．研究の対象 
2010 年 1月 1日から 2028 年 3月 31 日までに当院で骨粗鬆症性椎体骨折に対して手術治療

を受けられた方 
 
２．研究目的・方法・研究期間 
高齢化社会に伴い骨粗鬆症関連骨折が増加しており、なかでも骨粗鬆症性椎体骨折（以下 OVF）

は最も多く発生しています。経過は一般的に良好ですが、神経障害や遷延治癒による遺残疼痛が

生じると予後不良となります。 

びまん性特発性脊椎骨増殖症（以下 DISH）は国内での報告は限られており、疾患に対しての認

知度は整形外科内でも低いですが、DISH を合併した脊椎骨折は広範囲に及んで神経障害をおこ

しやすいため、診断遅れによる不十分な初期治療から経過不良に至ることがあります。 

本研究目的は、DISH を伴う OVF の病態を明らかにして、手術侵襲や術後経過と生命予後に及ぼ

す影響を検討することです。 

2010 年 1 月 1 日から 2028 年 3 月 31 日までに OVF に対して手術治療を行った方の電子カルテ情

報を使用します。予定される研究期間は倫理審査委員会承認日から 2028 年 12 月 31 日までを予定

しています。 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：病歴、治療歴、手術治療内容、カルテ番号、年齢 等 
 
４．外部への試料・情報の提供  
なし 
 
５．研究組織 
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本学の研究責任者： 
藤田医科大学 整形外科 機能再建学 准教授 加藤慎一 
 
６．除外の申出・お問い合わせ先 
 試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾者

の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡

先までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方その他に

不利益が生じることはありません。 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
  
藤田医科大学 ばんたね病院 総務課 

愛知県名古屋市中川区尾頭橋 3-6-10 

電話 052-323-5740 

          
 

   


